
防災講演会　2022年8月11日

主催：特定非営利法人地域サポートわかさ/那覇市若狭公民館
共催：一般社団法人 災害プラットフォームおきなわ

地域防災教育/
人材育成プロジェクト 

防災寺子屋　2022年8月16日〜
 　　　　　　11月16日（全5回）
リッカ！ヤールーキャラバン!
 　　　　　　2022年9月3日(中止)
なは防災キャンプ'22夏
 　　　　　　2022年9月3日(中止)
なは防災キャンプ'22秋
 　　　　　　2022年11月4日〜
 　　　　　　　　      11月5日
なは防災キャンプ'23冬
 　　　　　　2023年1月28日〜
 　　　　　　　　      1月29日

⬛  本事業の経緯

沖縄県では、台⾵以外の⾃然災害に対する意識や備えが不⼗分だが、将来的に震度6以上の⼤地震が発
⽣する確率が⾼い。地域防災を担う⾃治会等地縁組織は⾼齢化や担い⼿不⾜・専⾨的知⾒やノウハウの
不⾜から、防災訓練などを実施できていない状況がある。定例⾏事としての形骸化や参加者の限定的な
状況が⾒受けられる。このため、地域防災教育の充実と地域やセクターを超えたプラットフォーム構築
が必要とされている。地域における防災を担う⼈材育成を⽬指す。
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シトリン株式会社は、シトリン野菜ジュースに
使った野菜の廃材から生まれた天然の色の色鉛
筆を生産しています。赤ちゃんや子どもから大
人まで安心して、色鉛筆を使うことができま
す。子どもたちの未来が平和で安全であります
よう、シトリン色鉛筆と一緒に様々な教育活動
を実践しています。

篠田　麻里恵

ミッションとビジョン

楽しい
防災イベントづくりを通して、
防災を学び、
地域をつなげる 

⬛  本事業の内容

本事業は、地域防災について学ぶ「防災寺⼦
屋」《座学》と⼦どもや家族連れを主対象とし
た「防災イベント」《実践》を連動させ「わか
さ防災教室」として企画した。
地域防災を担う⼈材育成を⽬的に、取り組み内
容を ウェブ上に記録、掲載することで、防災に
関する情報(知⾒)を蓄積し、発信すると同時に、
参加者をはじめ 各地域で防災に取り組む地域団
体、企業、⾏政等のプラットフォーム構築を⽬
指す。 



Let's BOSAI 防災講演会
「〜楽しい防災イベントのつくり方〜」

2022年8月11日

防災寺子屋　
          2022年8月16日〜

11月16日（全5回）

なは防災キャンプ'22秋

 
2022年11月4日〜11月5日

 
　

なは防災キャンプ'23冬
　

 
2023年1月28日〜1月29日

(台風１１号接近に伴い中止)
8月26日リハーサルの様子 　　　　

なは防災キャンプ'22夏
リッカ！ヤールーキャラバン!　　　　　



Let's  BOSAI 防災講演会「〜楽しい防災イベントのつくり方〜」
２０２２年８月１１日（木・祝日）時 間：１０：００〜１２：００

会場：那覇市若狭公民館３階ホール

趣 旨：地震等の災害に備え、防災・減災について、世界中に広がっている防災イベント『イザ！カ
    エルキャラバン！』を企画開発したNPO法⼈プラスアーツ理事⻑の永⽥宏和⽒を招き、楽
    しく参加できる防災イベントの作り⽅について学ぶ。 
対 象：那覇市在・在勤・住在学の⼈、関⼼のある⼈
受 講 料：無料  定 員：５０⼈ 申込⼈数：２５⼈（うち受講決定⼈数１８⼈）
参加延べ⼈数：３０⼈
講 師 名：NPO法⼈プラスアーツ理事⻑ 永⽥宏和

【参加者の声】
・いろんな分野と防災イベントにつなげられると思いました。まず、最初にまちづくり協議会とし
て、⼩学校、⾼齢者向けに企画したい。
・仕事柄市⺠を集めて協議する場が多いため、市⺠が参加したくなる内容、導⼊（宣伝）やみせ
⽅・発想・視点・広い視野などを学べました。
 ・わかりやすい説明でもっと学んでみたいと思いました。
 ・持ち帰って、アイデアとして知らせてあげたい。そこから企画につなげたい

【まとめ】
 講話では、「不完全プランニング」と「＋クリエイティブ」の概要と企画作りのポイント、プラ
ス・アーツが関わっている防災プログラムについて参加者と学んだ。楽しく防災知識を学ぶことが
できるイベントのつくり⽅を学び、それぞれの職場や地域、グループで開催できるヒントを得るこ
とができた。若者や⾼齢者、障がい者などを巻き込んだイベントの事例を紹介してもらい、沖縄版
に作り替える場合のアドバイスをもらえた。



わかさ防災教室「防災寺子屋」
２０２２年８月１６日（火）〜１１月１６日（水）１９：００〜２０：３０（全５回）

会場：那覇市若狭公民館第１研修室

趣 旨：地域や企業では、防災の取り組みを⾏いたいという想いがあるがどう活動につなげていけばよ
    いかわからないという課題がある。そこで様々な専⾨家の観点から防災座学を学び、楽しい防
    災イベントを企画・開催ができるような⼈材育成を⽬的とする。 
対 象：防災⼠、⾃主防災組織、まちづくり協議会、その他防災に興味ある⼈
受 講 料：無料  定 員：２０⼈ 申込⼈数：２２⼈（うち受講決定⼈数１９⼈）
参加延べ⼈数：６２⼈
共 催：⼀般社団法⼈災害プラットフォームおきなわ

【参加者の声】
・ ⾃助、共助、近所の⼤切さを改めて実感しました。防災講座で学んだ事を周囲の⽅々へ伝えたい。
・ ⾃宅や勤務先のハザードマップを確認する。ご近所さんと⼈間関係づくりで協⼒し合える体制へ。
・ ワークショップ形式で⾃治会役員の皆さんにも⾊々な意⾒を出してもらい、地域の問題や改善しな
    ければいけないことなど優先順位をつけて取り組みたい。

【まとめ】
 防災寺⼦屋では「防災キャンプ」や「リッカ！ヤールーキャラバン！」のイベントの作り⽅や考え⽅
を学び、ペットやまちづくりの専⾨家から⾒た防災の観点を学ぶことで、地域や企業で⾃分たちが主
となり、イベントを開催できるような⼈材育成作りができた。今後若狭公⺠館は協⼒団体として受講
⽣が主となり企画した防災イベントなどに関われるような繋がりを求めていく。さらに、受講⽣同⼠
で情報交換をすることで、他の地域の防災イベントや状況について知るプラットフォームを作ること
ができ、今後の⾃治防災能⼒の向上になっていくと考える。



なは防災キャンプ’22 秋（那覇市津波避難ビル）
２０２２年１１月４日（金）１３：００ 〜 １１月５日（土）１０：００

会場：那覇市津波避難ビル

趣 旨：那覇市津波避難ビルを会場に、１泊２⽇の防災キャンプを実施。津波来襲時には２４時間３
    ６５⽇いつでも避難することができる津波避難ビルの災害時機能について学ぶ機会とする。
    テント泊を通して屋外避難を疑似体験することで、気づきや学びを得ることができる。 
対 象：わかさ防災教室参加者
受 講 料：無料  定 員：２０⼈ 申込⼈数：２８⼈（うち宿泊者１１⼈）
共 催：⼀般社団法⼈災害プラットフォームおきなわ

【参加者の声】
 ・ペットや⾚ちゃんなどの備蓄がない。粉ミルクやオムツなどがない。アレルギー対応か不安。
 ・持病を持っている⼈が⽣活、避難していくのはどのようになるのか気になる。
 ・⾏政が全てを援助してくれるわけではない、⾏政に頼みだと市⺠も⾏政もひっ迫になる。

【まとめ】
  那覇市津波避難ビルにて１泊２⽇宿泊を通して、建物内の災害時の機能を学ぶことができた。防災
さんぽでは、特殊鍵開閉を参加者と体験し、２４時間３６５⽇緊急時に避難できるとは、どう⾔っ
たことなのか実際に体験する機会を設けることができた。また宿泊体験を通して、津波避難ビル屋
上での避難⽣活の⼤変さを学ぶことができた。避難所にある備蓄では⾜りないものや必要ながある
ことも再確認することができたが、⾏政には「全てのリクエストに応えることはできない」現状も
参加者と共有することができた。



なは防災キャンプ’2３ 冬（松山公園）
２０２３年１月２８日（土）１６：００ 〜 １月２９日（日）１０：００

会場：松山公園

趣 旨：那覇市の⼀時避難場所に指定されている松⼭公園を会場に、１泊２⽇の防災キャンプを実
    施。テント泊を通して屋外避難を体験することで、野外活動のノウハウなどを⾝につける。
    また、松⼭公園に備えられた災害時機能について学ぶ機会とする。
対 象：那覇市在住・在勤・在学 関⼼のある⼈
受 講 料：無料  定 員：５０⼈ 申込⼈数：２５⼈（うち宿泊者１２⼈）
共 催：⼀般社団法⼈災害プラットフォームおきなわ

【参加者の声】
  ・避難所体験というが楽しくないと続かない、避難所⽣活の中にも楽しさを取り⼊れていきたい。
 ・家で事前にテント設営練習をしていたが、⼀夜ずっと公園のテントにいると寒くなった。
・ペットは災害時、避難所に宿泊は難しい。テントと⾞中泊のようなスタイルも考えていきたい。

【まとめ】
   松⼭公園での１泊２⽇宿泊を通して、公園内の災害時機能について学ぶことができた。当公園は
災害時に那覇市の⼀時避難所に指定されているが海抜は低く、津波災害時は様⼦をみて避難するよ
うにと災害ソーシャルワーカーの稲垣⽒からアドバイスがあった。那覇市より許可を得て、焚き⽕
を囲んでの振り返りを⾏い、焚き⽕の⽕のつけ⽅や機能についても学びながら暖をとることができ
た。今後の避難所体験をよりリアルに⾏うため、⼊浴について⾃衛隊と連携の可能性などについて
も検討した。



⬛  今後の展望

わかさ防災教室では「防災キャンプ」や「リッカ！ヤールーキャラバン！」の考え⽅や作り⽅を学び、
防災寺⼦屋ではペットやまちづくりの専⾨家の防災の観点を学ぶことで、地域や企業で⾃分たちが主と
なり、イベントを開催に向けた⼈材育成ができた。今後若狭公⺠館は協⼒団体として受講⽣が主となり
企画し、防災イベントなどに関わり連携していく。また、受講⽣同⼠が情報交換し、他地域の防災イベ
ントの状況について知るプラットフォームを作ることができ、今後の⾃治防災能⼒の向上になっていく
と考える。

⬛  謝辞

この度は多数の応募者のなかから、貴社の振興基⾦に採択いただき、誠にありがとうございました。
コロナ禍での活動は開催までにさまざまなハードルがあり、苦難の連続でしたが、無事に事業を終える
ことができ⼤変感謝しております。防災⼈材育成が今後沖縄の⾃治防災⼒の向上に繋がり、⾃助・共助
がイザ！いう時の防災の基盤を作る礎になると信じております。今後も、活動を続けていく所存です。
改めてお礼を申し上げます。



チラシ一覧


